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6月8日に公表された2020年度実質
GDP（国内総生産）成長率は－4.6％
と、2019年度に続きマイナス成長と
なった。悪化幅はリーマン・ショックが
あった2008年度（－3.6％）を大きく上
回った。主な要因は個人消費の減少
である。
前号（INDICATOR vol.11）では、
新型コロナウイルス感染拡大という危
機（以下、「コロナショック」）以降の生
産、輸出、消費、雇用の動きを概観し
た。今回は、個人（家計）に焦点を絞り、
コロナショック以降の消費と所得はど
う変化したのか振り返る。また、コロナ
下の消費の特徴として、モノ消費が
比較的堅調であったのに対し、サー
ビス消費が大きく落ち込むといった

ように、消費品目ごとの格差が顕著で
あった。東海地域の消費、特に外食、
宿泊・旅行消費への影響はどの程
度だったか確認する。

コロナショック後の個人消費の動きを
リーマン・ショック後のそれと比較する
と、ショック前からの落ち込みは、コロ
ナショック時が－9.4％（2020年4－6月
期）、リーマン・ショック時が－2.1％
（2009年1－3月期）と、コロナショックの
悪化幅は際立って大きい。また、ショッ
ク後の回復をみても、コロナショック
時は、最悪期から2020年7－9月期、
10－12月期の2四半期連続で回復が
続いたものの、2021年1－3月期は再
び悪化に転じ、ショック前の回復が遠
のいている。一方、リーマン・ショック時

は、最悪期から3四半期後には、ショッ
ク前の水準を回復している。コロナ
ショックによる個人消費への影響の大
きさが確認できる（図表1）。
注目したいのは、所得の動きである。
雇用者報酬をみると、ショック前から
の落ち込みは、コロナショック時が
－3.2％（2020年4－6月期）、リーマン・
ショック時が－2.7％（2009年4－6月
期）で、消費と同様、悪化幅はコロナ
ショック時が上回る。しかしその後の
回復をみると、コロナショック時は最悪
期から3四半期後にはショック前の水
準を上回っている。リーマン・ショック
時がショック前を回復したのは最悪期
から4年後（16四半期後）であったこ
とと比べると、コロナショック後の回復
はかなり早い。製造業と非製造業な
ど業種ごと、正規社員と非正規社員
といった雇用形態の違いによって回

復のペースに差はあるが、所得全体
としては早期に回復していることが見
て取れる（図表2）。
もう一つ注目したいのは、家計の金
融資産である。2020年末の家計の金
融資産残高は2019年末から54.4兆
円増加し1,947.7兆円と、過去最高と
なった。リーマン・ショック時（2008年
末）には、前年比86.6兆円減少したこ
とと比べると対照的だ。金融資産のう
ち最も増加したのは「現金・預金」の
48 . 6兆円で、年間増加額としては
1998年以降で最も大きい。一人あた
り10万円の特別定額給付金、好調な
株式市場を受けた利益確定のため
の株式の売却などが要因として考え
られるが、所得への影響が抑えられ
る中で消費がそれ以上に縮小したこ
とも増加に寄与したと考える（図表3）。

2020年の家計調査結果（全国）を
みると、昨年と比べて、在宅勤務への

対応や巣ごもり需要、また、新型コロ
ナウイルス感染対策としてマスクなど
の消費が増えたことから、「住居」（前
年比1.6％増）、「家具・家事用品」（同
8.5％増）、「保健医療」（同2.0％増）と
いった一部消費品目は増加した。しか
し全体としては前年比－5.3％（注1）と、落
ち込み幅は比較可能な2001年以降
で最も大きかった。特に、「外食」（前
年比－26.7％）、「宿泊料」（同－53.1％）、
「パック旅行費」（同－72.5％）の落ち
込みが著しい（図表4）。
ここで、家計調査結果と東海地域
の世帯数をもとに、それぞれの影響
額を算出（注2）すると、消費全体では
7,733億円の減少であった。影響の
大きかった外食は2,038億円の減少、
宿泊・旅行費は1,833億円減少で
あった。1年以上続くコロナ下の生活
により消費ニーズの変化も予想され、
コロナ禍収束後の回復は不透明なと
ころもあるが、落ち込んだ消費に対
する潜在需要は相当溜まっているの
ではないか。

足元では3回目の緊急事態宣言の
延長が繰り返されており、個人消費
の回復は見通しにくい。しかしここに
きて、ようやく新型コロナウイルスワク
チン接種のペースが上がってきたこ
とは、消費の回復にとって明るい材
料だ。
コロナショック以降、個人（家計）に
は大きなストレスが加えられたが、今
のところ所得は回復基調にあり、金
融資産も高水準が維持されている。
コロナ禍収束が見えてくれば、これら
が、消費の回復を後押しすることが
期待できる。
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（注1）
（注2）

二人以上の世帯の消費支出。
二人以上の世帯家計調査結果（図表
4）、単身世帯の家計調査結果とそれぞ
れの平成27年国勢調査時の世帯数を
もとに算出。

家計最終消費支出の推移図表1 雇用者報酬の推移図表2
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出所：内閣府「2021年1－3月期四半期別GDP速報（2次速報値）」 出所：内閣府「2021年1－3月期四半期別GDP速報（2次速報値）」 出所：日本銀行 時系列統計データ「資金循環」（2021年6月9日ダウンロード） 出所：総務省統計局「家計調査結果」

家計の金融資産残高図表3 家計調査（二人以上の世帯）図表4
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